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０１ 今年度社会実験の概要

「まずやってみよう」からのフェイズチェンジ

■昨年度活動の振り返り｜総評

将来のエリマネの担い手になりうる協
力会社との関係構築、協議会会員の追
加加入など一定の成果あり。

事務局やプレイヤーは大きな負担の中
での実施となり、同規模企画を継続的
に実施することは現実的ではない。

新たな関係性構築 事務局・プレイヤーの負担
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０１ 今年度社会実験の概要
■収益事業のイメージ

①公共空間利活用コーディネート事業（今年度検証）

• 公共空間を活用したイベント等の開催に伴う各種手続きについて、手続きの円

滑化や継続的管理上の観点から、プレイヤーからコーディネートフィーを徴収し、

協議会名義で占用・使用許可を得て、プレイヤーが企画運営する取り組み。

②キッチンカー事業（次年度以降検証）

• キッチンカー事業者から出店料を徴収し、公共空間や民間ビルの公開空地の一

部を提供し、キッチンカーを出店してもらう取り組み。

③エリアマネジメント広告事業（次年度以降検証）

• まちづくりの担い手が、景観向上のためのルールに基づき、公道上並びに民有

地の屋外広告物を企業に販売し得られた広告収入をエリアマネジメントの財源

に充てようという取組み
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０１ 今年度社会実験の概要
■収益事業のイメージ

①公共空間利活用コーディネート事業（今年度検証）

• 公共空間を活用したイベント等の開催に伴う各種手続き（道路占用許可、道路使用許可等）について、

手続きの円滑化や継続的管理上の観点から、協議会名義で占用・使用許可を得て、プレイヤーが企画

運営する取り組み。

利用手数料
事前協議資料作成

道路占用許可
道路使用許可

許認可通知

道路占用許可申請
道路使用許可申請

青葉通まちづくり協議会 仙台市・青葉区・警察プレイヤー
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０１ 今年度社会実験の概要

• 2012年設立当初と比べて、2018年ビジョン提出以降、活動内容が多様

化してきている中、協議会の目的を再度議論する必要あり。

• 持続可能な協議会運営に向けた体制づくりが必要（組織、担い手、収入源の

確保など）。

• 将来的に実装を目指す3つの収益事業のうち、公共空間利活用コーディ

ネート事業について実装に向けた検証を行うこと。（活用可能な空間の選定、

制度、事業スキーム等）

• 青葉通沿道の賑わい創出や交流促進を生み出すこと。

今年度の協議会活動のテーマ

社会実験の目的
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０１ 今年度社会実験の概要

■開催概要

A 東二番丁地下通路
ファーストタワー公開空地（アトリウム含む）

B Echoes前歩道

A

B

社会実験「AOBADORI de NANISURU？」の実施意図は、

• 持続可能な協議会運営に向け

 多様なプレイヤーとの連携・協働の可能性検証

 公共空間利活用コーディネート事業の収益化検証

→ 上記取組みを通じて、賑わいと交流を創出
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０１ 今年度社会実験の概要

■実施体制

各イベント

青葉区

＜主催＞

出店者

＜主催・企画・運営＞

• 行政機関との調整・申請手続き
• 協議会会員への周知・案内
• イベント助成金の配分
• 警備費負担（必要な場合）
• 地権者、地元組織への説明・承諾確認

青葉通まちづくり協議会

• イベント実施の全体コーディネート（主導）
• 出店者への声掛け・調整
• まち協、行政機関への状況報告
• イベント広報
• イベント保険
• 事故対応

プレイヤー
A： 仙台ストリートピアノ協会

B： The Youth

実施支援（後援・負担金）

道路占用許可

実施支援（助成）

協議・説明

企画費配分

声がけ・調整

道路使用許可

仙台市

都心まちづくり課

道路課

まちづくり推進課

仙台中央警察署

地元組織（町会、商店会）

関係各所
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０2 実施報告 StageA:青葉通まちなかピアノ

• 公共空間にアートピアノを設置し、誰もが演奏できるスペースを創出
• 仙台市出身の音楽家やミュージシャンによるミニライブ
• 一部、「花降るまち、仙台」による空間演出あり

• 日時：2023年11月3日（金・祝）～5日（日）
• 時間：10:00～18:30

• 共催：一般社団法人東北を明るくする～仙台ストリートピアノ協会、青葉通まちづくり協議会
• 後援：仙台市

■開催内容

■開催日程

■連携体制
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０2 実施報告 StageA:青葉通まちなかピアノ

■開催場所

①

②

昨年の設置様子

①東二番丁通地下通路 ②仙台ファーストタワーアトリウム
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０2 実施報告 StageA:青葉通まちなかピアノ

■広報関係
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０2 実施報告 StageA:青葉通まちなかピアノ

■当日の様子
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期間中3日間
演奏：324人
鑑賞：1,０９８人

合計：１,４２２人



０２ 実施報告 StageB:AOBA MARCHE

• 青葉通における晩翠通～西公園通の区間の北側歩道でのマルシェ企画・運営
• 生産者、料理人、職人など「食」に携わる全ての人と地域で生活する人々が参加し交わるコミュニティ

• 日時：2023年11月25日（土）～26日（日）
• 時間：10:00～16:00

■開催内容

■開催日程

■連携体制

• 共催：株式会社The Youth、青葉通まちづくり協議会
• 後援：仙台市
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０２ 実施報告 StageB:AOBA MARCHE

• 青葉通北側歩道（晩翠通～西公園通）

■開催場所
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０２ 実施報告 StageB:AOBA MARCHE

■広報関係
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０２ 実施報告 StageB:AOBA MARCHE

■当日の様子
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来場者数（一部通行者含む）
11月25日（土）：552人
11月26日（日）：622人

合計：1,174人



０2 実施報告

■協議会作成 社会実験ポスター
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０2 実施報告

■協議会SNS（Facebook、Instagram）を活用した情報発信
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０３ 事後調査・検証

■開催後インタビュー
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• 社会実験共催者
 The Youth
 一般社団法人東北を明るくする～仙台ストリートピアノ協会

• 令和4年度仙台市ユースチャレンジ！コラボプロジェクト「地下道ー３１５０」主催者
 Studio Soda Sendai（ウラロジ仙台）

→ （仮称）公共空間利活用マニュアルの作成へ

項目 質問内容（抜粋）

開催場所 • 場所の広さは十分だったか。
• 明るさ、騒音、温度湿度、雰囲気などはどうだったか。
• 設備は十分だったか。設置を希望する設備はあるか。

安全性 • 搬出入やイベント開催時、一般歩行者、自転車、自動車等との間で事故やトラブルはあった
か。危険を感じた場面はあるか。

まちづくりへの効果 • 実施した広報の内容とイベント来場数。
• イベントに来場した人の感想等について。

手続き • 手続きはスムーズだったか。
• 負担に感じた点、改善を希望する点はあるか。（資料作成、行政協議、まち協との打合せ等）

事業性 • 本年度実施した、イベント内で収益を上げる取組み。
• 今後、同様のイベントを行う場合、財源はどのようにするか。
• 協議会が実施した行政手続き等支援を有料化することについて。

満足度 • 全体的にみて、貴団体の開催目的やねらった効果は達成できたか。
• 今回のような取組みを継続したいか。

イベント活性化 • 今回実施した場所の他に、利用してみたい場所はあるか。
• 青葉通沿道でイベントを活性化するためには、どのような仕組み・支援があればよいか



０３ 事後調査・検証
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公共空間利活用マニュアル

• 公共空間の利活用にノウハウの乏しいプレイヤーに対し、手続きフローや役割分担等を示したマニュア
ルを整備予定。

• マニュアルの整備によりハードル感を下げ、公共空間利活用の更なる活性化・円滑化に繋げる。

＜付録＞道路占用・使用許認可フォーマット

• 公共空間利活用マニュアルの附属資料として整備予定。

• 公共空間利活用において、道路管理者、交通管理者、仙台市、青葉区、プレイヤー、青葉通まち
づくり協議会と関係者が多岐に渡る中、共通書式の申請による意思統一を図り、手続きの円滑
化に繋げる。



０4 総括
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1 多様なプレイヤーとの連携・協働の可能性検証

2 公共空間利活用コーディネート事業の収益化検証

• 協議会事務局の負担は大きく、マニュア
ルの整備により、手続き事務の定型化、
属人的になっているノウハウの標準化を
行い、事務負担の軽減が求められる。

• 有料化について、プレイヤーからの理解
は得られたものの、金額設定によっては
参画のハードルを上げることとなり、収益
化に繋がるような料金設定は課題が多い。

• 協議会とプレイヤーの役割分担が整理で
き、今後の連携・協働体制の在り方を確認
できた。

• プレイヤーは賑わい創出に専念できるな
ど、賑わいの質の向上にも繋がることが
想定される。

• プレイヤーの広がり、審査基準、協議会と
の関係性（準会員制度の導入）は今後の
課題。

• 協議会の支援により、プレイヤーの公共空
間利用に対するハードル感が軽減された。

• 行政手続きがスムーズに進むことが確認
できた。

成果

成果

課題

課題


